
　入居者や地域の方々が家族のようにつながって助け合
う暮らし方を考えました。それが「荻窪家族」です。1階
には地域の人たちも使用できるラウンジや集会室、アト
リエを備えました。
　集会室はメンバー制にして各種会合や講座、セミナーな
どに利用してもらう予定です。医療・福祉・介護など日常
的な課題について専門家が相談に応じる「荻窪暮らしの保
健室」や子育て支援のサロンなどを企画しています。

　世話をしてほしい…という感覚で来られると、それは
ちょっと違います。自分の体力が衰えても他人に何かを

してあげたいという人、弱ってしまっても入居者や地域の
人が支援する気持ちになれる人に住んでほしい。入居前
によくお話をし、「助け合い」を十分理解していただくこ
とにしています。

　共感してくれた老年学の研究者、建築家、若い世代で
作る設計事務所、介護の専門家等々さまざまな分野の方
に関わっていただき、「百人力」になっています。ここに
集う多くの人たちが助け合い、支え合うという意味を込
めて集会室などを「百人力サロン」と呼んでいます。
（問い合わせ先　mail：ogikubokazoku@gmail.com）
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入居者の方はどのようにして決めますか

このプロジェクトには多くの方が関わっているとか

瑠璃川正子さん

百人力サロン

レジデンスの外観

大田黒公園のすぐ近くにある自宅・アパート（荻窪4丁目）を、「荻窪家族レジデ
ンス」という地域開放型の共同住宅として建て替えた瑠璃川正子（るりかわ・ま
さこ）さん。その狙いや想いを聞きました。

「荻窪家族」で
人と地域をつなげる

今年度最初の講座が4月1日から毎水曜日４回にわたり
開催されました。「奥の細道」の俳句をたどりながら芭
蕉の心に迫る時空を超えた旅をしました。定員50名の
ところ応募が100名を超える大変な人気の講座でした。俳句でたどる「奥

の細道」

　講師の日下野由季さんは早稲田大学
オープンカレッジなどで俳句の講義をし
ておられる若手女流俳人です。講座では、
俳句の背後にある和歌などを学びなが
ら「奥の細道」を奥深く読みました。受
講した皆さんは一句一句読み進めながら、
「日々旅にして旅を栖（すみか）とす」と
いう芭蕉の思いを実感することができま
した。角川詩歌館で句会を開かれている
講師の一句です。
『夢みては空に近づく今年竹』（第一句集
『祈りの天』より） 日下野由季さん講座風景

講座


